
生徒が社会と連携したプロジェクト活動を実施する新渡戸文化中学
校・高等学校（東京都中野区、理事長 平岩国泰）では、2024年夏に生徒企画のス
タディツアーを実施します。訪問先や交通手配も全て自分たちで計
画をしており、平和学習としての”広島ツアー”、地元に招く”東京ツ
アー”などを展開。生徒自らが企画する、新しい修学旅行が進化中。

所在地：〒164-8638 東京都中野区本町6-38-1 ●TEL：03‐3381-0408 
●mail：h-nyushi@nitobebunka.ac.jp ● HP:https://nitobebunka.ed.jp

＜現地高校生との交流も計画した広島スタディツアー＞
平和学習をテーマにした広島スタディツアーは、ミリタリー系プラモデルの製作が好きな

生徒たちから生まれたプロジェクトです。先輩が企画した戦争と平和に関するシンポジウム
から想いを受け取り、好きな「プラモデル」と「戦争と平和」をつなげたツアーを考案。戦
災資料館の訪問や現地の高校生との交流も自分たちで計画し、「本物を見て、広島県の同世
代と対話することで戦争や平和について今後のアクションについて議論したい」と考えてい

ます。今回は自分達の学習と
しての訪問ですが、一般向け
にも企画することを目指し、
ツアー後にも活動を続けてい
く予定です。

＜東京の魅力と課題を伝える東京スタディツアー＞
東京スタディーツアーは、本校のスタディツアーを経験した生

徒たちの、「今度は自分たちが招きたい」という想いから生まれ
た企画です。2023年3月に実施した愛知県豊田市足助町との交流
ツアーから始まり、2024年夏で4回目となる想いが引き継がれて
いるツアーです。単に東京の魅力を紹介するのではなく、「魅力
６割・課題４割」がコンセプト。今回は企画した生徒の地元であ
る世田谷区のお祭りをテーマに、地域の伝統をどのように残して
いくかについて考えます。魅力だけではない、未来のつくり方を
全国の中高生と一緒に考えるツアーとなっています。
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この他、愛媛県松野町でのツアーも企画されています。想いが継承
されて生まれた、生徒主催の新しい修学旅行の形です。
取材・ご参加の希望がありましたら以下までご連絡ください。
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＜生徒が主体的に参加する新渡戸文化中学校・高等学校のスタディツアー＞
新渡戸文化では、従来の修学旅行を取りやめ、社会の現実と出会う旅「スタディツアー」

を展開しています。行った経験だけが残る消費型の旅ではなく、次のアクションや未来につ
ながるツアーとして全国各地を訪問。行く場所を選択できるからこそ生徒は主体的に参加し
ます。生徒がゼロから企画するツアーもあり、新しい修学旅行として注目されています。
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